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研究成果概要 

 ニッケル線源を用いた水透過率の時間変化の評価においては、ＳＫタンク内の、場所

に依存した解析が共同利用研究者により進められている。単純に観測されたヒット数の

平均値の時間変化を用いると、セルフトリガーの場所依存性に対しても透過率の変化が

影響するため、水透過率の変動を過大評価してしまう恐れがある。これを避けるために

透過率の指標を工夫する必要があった。本年度は、指標については目処がたったため、

今後その指標を用いた詳しい評価やチェックが進められるところである。 

 レイリー散乱の実証測定についても、装置の組上げが完了し、初期データの取得に成

功している。この研究に対しては本グループもそのデータ取得や解析について協力して

ゆく予定である。 

 本年度行われた研究の一つに、スーパーカミオカンデの水の透過率の時間変動の原因

追究がある。時間変化は水中の不純物の濃度の変化であるはずだが、その不純物はまだ

同定されていない。本年度は、不純物が気化しないような物質であると想定した上で、

タンク内の水をポンプで吸い上げて、その純水を蒸発濃縮することにより、不純物の濃

度を上げる試みをおこなった。およそ１２リットル程度の純水を１２０ｃｃ程度まで濃

縮できたため、１００倍の濃縮に成功した。濃縮した水を、分光光度計で評価を行った

結果、純水に比べて短波長領域での吸収が見られた。ただし用いたポンプが金属を用い

たものであることや、配管に含まれるバクテリア等の影響が払しょくできないため、今

後より注意深い測定評価を行ってゆきたいと考えている。 
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